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花
図
か
ん

℡�

０
６
・
６
９
９
４
・
０
０
８
７

緑・花
講
習
会「
秋
の
寄
せ
植
え
」

時�
１１
月
２２
日（
金
）午
後
１
時
３０
分

講
岩
見
泰
宏
氏   

¥
１
５
０
０
円

定
先
着
１５
人   
申�
受
付
中

市
民
体
育
館

℡�

０
６
・
６
９
９
2
・
８
２
０
１

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室

　
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
せ
ん
か
。

対
市
内
在
住
１６
歳
以
上
の
人

¥�

１０
回
７
０
０
０
円

持
運
動
で
き
る
服
装
、
ゴ
ム
底
の
運
動
靴

申�

所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、
市
民
体

育
館
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

掲
示
板

「
名
店
パ
ス
ポ
ー
ト
２
０
１
９
」を
発
行

　
守
口
門
真
商
工
会
議
所
で
は
、
地
域
の
優

れ
た
商
品・技
術・サ
ー
ビ
ス
な
ど
を「
逸
品
」

と
し
て
取
り
上
げ
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク「
名
店

パ
ス
ポ
ー
ト
２
０
１
９
」を
発
行
し
ま
し
た
。

　
人
気
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
隠
れ
た
逸
品
ま
で
、

守
口
門
真
地
域
の
特
色
あ
る
名
店
を
７８
店
舗

掲
載
し
て
い
ま
す
。
身
近
に
あ
り
な
が
ら

入
っ
た
事
が
な
い
お
店
、
買
っ
た
事
が
な
い

商
品・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
魅
力
あ
る
も
の
が
た

く
さ
ん
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
お
得
な「
名
店
パ
ス
ポ
ー
ト
２
０

１
９
で
お
買
い
物
し
よ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

も
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

配�

守
口
門
真
商
工
会
議
所
、
守
口
市
役
所
、

門
真
市
役
所
、
参
加
店
、
守
口・
門
真
市

内
の
各
郵
便
局
、
金
融
機
関
な
ど

問�

守
口
門
真
商
工
会
議
所

℡�

０
６
・
６
９
０
９
・
３
３
０
３

大
阪
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
れ
ば
、

労
働
保
険
に
加
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

労
働
保
険
と
は
、「
労
災
保
険
」と「
雇
用
保

険
」の
総
称
で
、
国
が
管
掌
す
る
強
制
保
険

で
す
。労
働
者
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い
れ
ば
、

各
保
険
の
加
入
要
件
を
確
認
の
上
、
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
大
阪
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

HP�https://jsite.m
hlw

.go.jp/osaka-
roudoukyoku/

問
大
阪
労
働
局

℡�

０
６
・
４
７
９
０
・
６
３
５
０

第
１７
回
共
に
生
き
る
障
が
い
者
展

内�

１１
月
１６
日（
土
）は
、
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
の
迫
力
あ
る
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
と

来
場
者
に
よ
る
体
験
会
な
ど
、
１７
日（
日
）

は
、「
Ｉ
Ｔ
機
器
展
２
０
１
９・
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
生
活
展
」な
ど
を
開
催
。

ま
た
、
両
日
と
も
、
パ
ン
や
焼
き
菓
子
と

新
鮮
野
菜
の
販
売
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の

実
施
や
も
ず
や
ん
の
登
場
な
ど
、
楽
し
く

学
べ
る
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

時�

１１
月
１６
日（
土
）、１７
日（
日
）午
前
１０
時
〜

午
後
４
時

場�

国
際
障
害
者
交
流
セ
ン
タ
ー（
ビ
ッ
グ・ア

イ
）

問�

府
民
お
問
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー
ピ
ピ
ッ
と
ラ

イ
ン

℡�

０
６
・
６
９
１
０
・
８
０
０
１

FAX�

０
６
・
６
９
１
０
・
８
０
０
５

ク
リ
ス
マ
ス
会

内�

障
が
い
の
あ
る
人
は
誰
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
家
族
や
友
達
と
一
緒
に
参
加
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

時�

１２
月
１１
日（
水
）午
後
２
時
～
４
時

場�

市
役
所
1
階
会
議
室
１
０
６

定
先
着
５０
人

¥
千
円（
参
加
費
を
添
え
て
申
し
込
み
）

申�・
問
１２
月
４
日（
水
）ま
で
に
守
口
障
害
者

生
活
支
援
事
業
所「
み
み
」

℡�

０
６
・
６
９
９
３
・
９
６
４
０

FAX�

０
６
・
６
９
９
３
・
９
６
４
７

第
１３
回
エ
ル・
フ
ェ
ス
タ
ｉｎ
北
河
内
西
～
働

か
ナ
イ
ト
ス
ク
ー
プ
２
～

内�

障
が
い
の
あ
る
人
の「
働
き
た
い
」と
い
う

気
持
ち
の
実
現
の
た
め
に
、
エ
ル・
フ
ェ

ス
タ
を
開
催
し
ま
す
。
今
年
は
、
障
が
い

の
あ
る
人
の
生
活
の
疑
問
に
つ
い
て
取
材

し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

時�

１２
月
１３
日（
金
）午
前
１０
時
～
正
午

場�

市
役
所
１
階
大
会
議
室

備�

手
話
通
訳・文
字
通
訳
あ
り

問�

北
河
内
西
障
害
者
就
業・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
わ
ー
く
ぷ
ら
す

℡�

０
６
・
６
９
９
４
・
３
９
８
８

FAX�

０
６
・
６
９
９
４
・
３
９
８
８

大
阪
ろ
う
あ
者
成
人
式

内�

満
２０
歳
を
迎
え
る
聴
覚
障
が
い
者
お
よ
び

そ
の
家
族
を
招
待
し
、
奨
励
と
祝
福
を
贈

り
ま
す
。

時�

令
和
２
年
１
月
１２
日（
日
）午
前
１１
時
～
午

後
３
時
３０
分

場�

大
阪
府
谷
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

対�

満
２０
歳
を
迎
え
る
聴
覚
障
が
い
者（
平
成

１１
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
１２
年
４
月
１
日

ま
で
に
誕
生
し
た
人
）お
よ
び
そ
の
家
族

な
ど

¥�

新
成
人
と
そ
の
保
護
者
、
聴
覚
支
援
学
校

在
校
生
は
無
料

申�・
問
令
和
２
年
１
月
７
日（
火
）ま
で
に
大

阪
聴
力
障
害
者
協
会

℡�

０
６
・
６
７
６
１
・
１
３
９
４

FAX�

０
６
・
６
７
６
８
・
３
８
３
３

防
災
学
習
会

内�

身
近
に
起
こ
り
う
る
災
害
や
具
体
的
に
ど

う
い
う
備
え
が
必
要
か
を
講
義
と
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
で
学
び
ま
す
。

時
１１
月
２８
日（
木
）午
後
２
時
～
４
時

講�

中
村
伸
一
郎
氏（
み
ん
な
で
減
災
し
隊
！

代
表
）

場
障
が
い
者・高
齢
者
交
流
会
館
２
階

対
市
内
在
住
の
聴
覚・言
語
障
が
い
者

備�

手
話
通
訳・要
約
筆
記
あ
り

申�

・
問
１１
月
２１
日（
木
）ま
で
に
守
口
障
害
者

生
活
支
援
事
業
所「
み
み
」

℡�

０
６
・
６
９
９
３
・
９
６
４
０

FAX�

０
６
・
６
９
９
３
・
９
６
４
７

高
齢
者
の
交
通
安
全
教
室

　

６５
歳
以
上
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
を
対
象

に
、
各
体
験
や
試
乗
が
で
き
る
交
通
安
全
教

室
を
開
催
し
ま
す
。
会
場
で
は
白
バ
イ・
パ

ト
カ
ー
の
展
示
や
音
楽
隊
の
演
奏
な
ど
、
子

ど
も
も
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
の

で
、
家
族
そ
ろ
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

内�

運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
体
験
、
認
知
機
能

検
査
体
験
、
サ
ポ
カ
ー
試
乗
体
験
な
ど
。

時�

１１
月
４
日（
月・休
）午
前
１０
時
～
午
後
4

時
場�

門
真
運
転
免
許
試
験
場（
京
阪
電
車
古
川

橋
駅
下
車   

徒
歩
約
２０
分
）

備�

試
験
場
駐
車
場
は
当
日
無
料
開
放

注�

来
場
者
多
数
の
場
合
は
体
験
で
き
な
い
場

合
あ
り

問
守
口
警
察
署
交
通
総
務
係

℡�

０
６
・
６
９
９
４
・
１
２
３
４

無
料
体
験・文
化
講
座

１
回
の
参
加
で
も
可
能
で
す
。

▽
木
彫
り
講
座

内�

箸
置
き
や
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
子
ど
も
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

時�

１１
月
２３
日（
土・祝
）午
後
１
時
３０
分
～
３

時
場�

東
部
エ
リ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
創
作
室

定�

先
着
５
人

持
レ
ジ
袋（
ご
み
入
れ
用
）

℡�

０
６
・
６
９
９
２
・
５
１
２
８（
今
西
）

▽
フ
ラ
ダ
ン
ス
講
座

内�

簡
単
な
フ
ラ
を
１
曲
踊
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

時�

１１
月
２７
日（
水
）午
前
１０
時
～
１１
時

場�

東
部
エ
リ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
調

理
室
１・２

定
先
着
１０
人

℡�

０
６
・
６
９
０
６
・
６
０
５
９（
宮
崎
）

▽
詩
吟
講
座

内�

詩
吟
っ
て「
何
？
」と
思
わ
れ
る
人
も
１
度

の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
。「
大
声
の
す
す

め
」な
ど
、
い
ろ
い
ろ
楽
し
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

時�

１１
月
１８
日・
２５
日（
月
）・
２８
日（
木
）、１２
月

２
日（
月
）・５
日（
木
）

　
い
ず
れ
も
午
前
１０
時
～
正
午

場�

南
部
エ
リ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
多
目
的
室
２

定
先
着
１０
人

℡�

０
６
・
６
９
９
１
・
４
９
２
４（
藤ふ

じ
え
き浴
）

▽
仕
舞
と
謡
曲
講
座

内�「
猩

し
ょ
う
じ
ょ
う々」を
舞
い
謡
う
。
仕
舞
と
は
能
の
一

部
を
舞
う
こ
と
で
す
。
猩
々
は
初
歩
の
舞

で
す
の
で
、
初
心
者
で
も
楽
し
め
ま
す
。

時�

１２
月
７
日・
１４
日（
土
）い
ず
れ
も
午
前
１０

時
～
１１
時

場�

南
部
エ
リ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
和
室

定
先
着
５
人

持
扇・足
袋
ま
た
は
靴
下

℡�

０
６
・
６
９
９
２
・
５
１
２
８（
今
西
）

▽
活
花
講
座

内�

ク
リ
ス
マ
ス
用
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
フ
ラ

ワ
ー
を
部
屋
に
飾
り
ま
せ
ん
か
。

時�

１２
月
２０
日（
金
）午
前
１０
時
～
正
午

場�

中
部
エ
リ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
多
目
的
室

¥
１
１
０
０
円（
花・容
器
代
）

定
先
着
１０
人

持�

花
バ
サ
ミ（
な
け
れ
ば
普
通
の
ハ
サ
ミ
）・

持
ち
帰
り
用
の
ビ
ニ
ー
ル
袋

℡�

０
６
・
６
９
９
２
・
５
１
２
８（
今
西
）

市
民
古
文
書
連
続
講
座

　
江
戸
時
代
は
遠
い
よ
う
で
親
し
み
の
あ
る

時
代
で
す
。
し
か
し
、
近
年
の
時
代
劇
の
激

減
も
あ
り
、
江
戸
時
代
の
姿
を
知
る
機
会
が

失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
本
講
座
で
は
、
江

戸
時
代
の
古
文
書
か
ら
当
時
を
浮
か
び
上
が

ら
せ
、「
そ
う
遠
く
な
い
ご
先
祖
」の
日
常
を

み
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

内�
古
文
書
か
ら
み
る
江
戸
時
代
の
日
常

時�
１１
月
１５
日・
２９
日
、
１２
月
１３
日（
金
）午
前

１０
時
～
１１
時
３０
分

場
中
部
エ
リ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
第
１・第
２
会
議
室

講�

橋
本
孝
成
氏（
大
阪
大
学・摂
南
大
学
非
常

勤
講
師
）

定
先
着
３０
人

申�

当
日
受
付

問
守
口
市
文
化
財
研
究
会

℡�

０
９
０
・
７
７
５
０
・
８
４
４
０（
橋
本
）

薬
物
乱
用
は「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」

　

１０
～
１１
月
は
麻
薬・
覚
醒
剤
乱
用
防
止
運

動
月
間
で
す
。

　

最
近
、
青
少
年
の
間
で
大
麻
や
危
険
ド

ラ
ッ
グ
な
ど
の
薬
物
の
乱
用
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
乱
用
さ
れ
る
薬
物
の
心
身

へ
の
弊
害
は
大
き
く
、
時
に
は
死
亡
に
い
た

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
薬
物
乱
用
を
許
さ
な
い
社
会
を
つ
く
り
、

青
少
年
を
薬
物
乱
用
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

問�

大
阪
府
健
康
医
療
部
薬
務
課
麻
薬
毒
劇
物

グ
ル
ー
プ

℡�

０
６
・
６
９
４
１
・
９
０
７
８

NavigationNavigation 施設案内・掲示板施設案内・掲示板


